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機関 ・職種 と連携 した仕事や地域貢献に含まれる事業を
行 っていることが明らかとなった。そこで、名古屋市立



























































(1)緩和ケアにおけるせん妄 とそのケア:講 師樅 野
香苗先生、石黒千映子先生(市 立大学病院看護部)
(2)看護研究 いろはの 「い」:講 師 明石惠子先生
(3)訪問看護事例検討会:講 師 加藤基子先生




方、 日程 とも、予想以上の好評を得 ることができた。
参加動機は、「自分のレベルアップ」や、「専門知識を
得たい」が大半であった。今後 も引き続 きセ ミナーが
開催されるとしたら、「テーマによる」 という回答 も



















平成18年度に続 き、以下のセ ミナーを開講 した。

















た。 セ ミナー参加の動機は、「看護研究 いろはの
『い』」では必要性、「アクションリサーチによる質的
分析」では レベルアップ、「家族教室の開き方」では
新 しい知識を得 るが最 も多かった。セ ミナーに参加 し
て、「今後の仕事に生かせ るか」「講師の教え方」「日
程の参加 しやすさ」についてはいずれも多 くの参加者


































平成19年度に続 き、以下のセ ミナーを開講 した。
(1)護研究いろはの 「い」:講 師 明石惠子
(家 族教室の開き方一心理教育的アプローチによる



















参加者の内訳 を見ると、 「家族教室 の開 き方」 と
「看護研究いろはの 「い」」では、受講者層が異なって
いる。本セ ミナーの認知 はまだまだ発展途上にある。







果の通知(受 講カー ド)が届 くよう運営 した。開催時
期については、概ね適切との回答であったが、前年同
様に一部から集中講義の要望があった。






















究テーマを持 っている者 に対 して、 その続編 として
「看護研究サポー トプロジェクト」を企画 していくこ
ととした。また、市立大学病院看護部より看護学部に




















護研究いろはの 『い』」の受講者で研究 テーマを持 っ
ている者及び研究テーマを持ち、研究推進載支援を希
望する者 とした。方法については看護研究を実施する








年間の目安 と出来 ることを配慮 した。
応募はファックスもしくは電子メールで送信できる
よう設定 した。応募用紙には、応募者の氏名(グ ルー
プの場合代表者名 とその人数)・ 所属 ・連絡先 ・研究


















などの点でサポー トを受 けたことで大きく変化 した























難 しかったことなども記述 されていた。また、 どの
グループも熱心に取 り組んでいたことが記述 されて










































































員11名が研究サポー トを行 うことで開始 した。途中で




























10名の内訳 は、教授1名 、准教授4名 、講師2名、
助教3名 であった。全体的に研究プロセス全般に丁
寧に関わった状況が報告 され、各教員が時間を調整






このようなサポー トに対 して、 どの研究チームも









































































たが、 ほぼ申 し込み人数の参加 となった。
開始時間に間に合わない参加者が多かったため、
予定より10分遅 らせての開始 となった。稲葉一人氏
















40歳代 と50歳代で6割 を占めていた。 これは、先述
































も、 ほとんどの者が 「参加 したい」あるいは 「テー

















2)平 成20(2008)年度 実施 内容
平成19年度 の公開講 演会参加者 のア ンケー ト結 果な
らびに市 大病 院看護部 か らの委 員の意 見を参考 に、講
師 ・テーマを検討 し、就 業後数年 目の看護者 のエ ンパ
ワメ ントになるようなテーマとすることと した。講師 ・
テーマ案を出 し合い検討 した結 果、京都 大学 大学 院人
間健康科学科看護科学 コース教授 ・菅佐和子 氏を選定
し、「一人 の患者 さん の話 に じっ くりと耳を傾 けた く
て も、 そのゆ と りが ない」 とい う課 題 につ いて、「こ
ころを満 たす コ ミュニケーションの コツ」 のテーマで、
30年余 りのカ ウンセ ラー と しての体験 と看護学生 への
教育 の経験 を元 に、現場 で役に立 つ工 夫についての講
演 を頂 いた。
(1)受講者 の募集
前年度 と同様 の募集方 法 と した。 締め切 り日(10
月20日)ま で の申込者 は234名で、学外28施設(他
の看護専 門学 校1校 の学 生含 む)か ら116名、名古
屋市立大学病 院101名、看護 学部教 員 ・学部生 ・大
学 院生16名、 看護学部授 業公開科 目受講生1名(看
護職以外)で あ った。 その後、看護学部教 員 ・大学
院生 の追加申 し込 みがあ り、最終的には247名とな っ
た。
(2)実施状 況
事前 申 し込み者247名の うち195名の参加者 に加 え、
当 日参加者11名で、 合計206名の参加者で あ った。
164名の参加者 ア ンケー トの結 果 か ら、看護 師が
147名(87.2%)を占め、保健 師、助産 師、学生 ・院
生 な どの参加 で あ った。名古屋市 内居住者 が124名
(75.6%)、名古屋市を除 く愛知県 内居住者が10名で、
県外 か らの参加 も若干名 あ った。年齢 階級 別にみ る
と、20歳代 か ら50歳代 までの年齢 層が ほぼ同数(40
名前後)の 参加 であ った。今 回のテーマが、 看護職
者 の広範 囲な年齢層 のニーズに沿 った ものであ るこ
とが伺 えた。
情 報源 は、 「上 司の薦 め」44.5%、「チ ラ シ」41.5
%を 占め、「イ ンターネ ッ ト」 は1.8%であ った。参
加 の動機 は、 「興 味が あ った」62.2%を占め、次 い
で 「レベル ア ップ」34.1%、「知識 を得 る」21.3%
であ った。講演 内容、 内容 の理解 の しやす さについ
て は殆 どが 「よか った」 「どち らか といえ ばよか っ
た」 と回答 してお り、今後 の仕事 への活 用について
も 「そ う思 う」 「どち らか いえばそ う思 う」 が95.8
%を 占めた。
今後 も公開講演会 に参加 するか については、「テー
マによ って は参加 したい」 が68.9%で、 この事業 へ
のニーズが伺 え ると共 に、 そのニーズに即 したテー
マの設定 が必要 であ った。参加者 か らの本公 開講演
会 に希望 す るテーマ としては、①人生 の楽 しい生 き
方、私 の生 き方、② 元気が出 る内容、③性格 向上 に
役立 つ講演 会、④ コ ミュニケー シ ョンスキル、⑤人
間関係論 ・心理面 に対 す るケア、上手 な人間関係作
り、⑥看護 師 自身のス トレス対処 について、仕事上
のス トレス解 消法、⑦地域連携、行動変容、退 院支
援、 家族支援、⑧ ター ミナルケア、 ター ミナル期の







習セ ミナー」を企画 し、看護学部教員によるセ ミナーを












































看護職者 は、 このような研修に対 して一定以上のニーズ



















































る研究』(研究代表者 ・明石惠子)と して行 った。
